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第４章 施策の展開



基本施策Ⅳ 地域の特色を生かした農山漁村の活性化 

第４章 施策の展開

《現状と課題》 

２ 施策の展開方向 
 

野生鳥獣による農作物被害状況
（令和6年度）



農村の持つ多面的機能の維持・発揮を図るため農業者等が共同で取り組む
活動面積 増加を目指す 35,128ha（令和6年度） 基本施策Ⅳ 地域の特色を生かした

農山漁村の活性化 

第４章 施策の展開

《基本方向》 

３ 有害鳥獣の対策強化と「房総ジビエ」の普及推進 

２ 施策の展開方向 
 

１ 農山漁村を支える活力の創出 

２ 農山漁村における地域資源の活用 

４ 海業の推進等による海辺と水辺の活性化 

成果 
目標 

直売所の年間販売金額 

風光明媚な棚田

新たな海業の取組 
12件 0件 

（令和6年度） 

有害鳥獣による農作物被害金額 

減少を目指す 362百万円 
（令和6年度） 

505億円 470億円 
（令和元~5年度の

中位3年平均） 

里山活動団体等による里山整備面積 

570 ha 458ha 
（令和6年度） 



都市と農山漁村の交流促進 

Ⅳ－１ 農山漁村を支える活力の創出【主な取組】

(1) 森林との触れ合いの場の創出 (2) 

企業等による森林整備活動



農山漁村における多面的機能の発揮の支援 

Ⅳ－１ 農山漁村を支える活力の創出【主な取組】

(3) 

農業の有する多面的機能（「令和7年度多面的機能支払交付金のあらまし」から引用）

共同作業（草刈り） 里山活動団体による森林整備



都市農業の持続的発展と理解醸成※ 

Ⅳ－１ 農山漁村を支える活力の創出【主な取組】

(4) 

市民農園の様子



地域資源の高付加価値化の推進 

Ⅳ－２ 農山漁村における地域資源の活用【主な取組】

(1) 

「房総ジビエ」の普及・利用拡大（再掲） (2) 



「房総ジビエ」ロゴマーク

関係機関が一体となった効果的な対策の実施 

Ⅳ－３ 有害鳥獣の対策強化と「房総ジビエ」の普及推進【主な取組】

(1) 「房総ジビエ」の普及・利用拡大 (3) 

地域で行う主体的な取組の実施 (2) 

ジビエの処理加工施設（外観・内部）

センサーカメラで撮影したイノシシ



漁村における地域資源の価値や魅力を生かした
「海業」の取組推進 

Ⅳ－４ 海業の推進等による海辺と水辺の活性化【主な取組】

(1) 海・漁業の歴史・文化を生かした
地域活性化と魅力の発信 (3) 

水産業・漁村の有する多面的機能の発揮の支援 (2) 

干潟の保全活動（囲い網設置）


